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「自然災害伝承碑」を
紹介します　　　

　広報 4 月号でお知らせしていました自然災害伝承碑について、 9 月 1 日にウェブ地図「地理
院地図」で公開されました。町内にある10基の自然災害伝承碑について紹介します。

町では引き続き町内にある自然災害伝承碑の情報を募集しています。
今回紹介できなかった自然災害伝承碑は、次号以降に掲載します。

（国土地理院提供）

①震災遭難者追悼句碑　1926年建立　湯本
　大正12年（1923） 9 月 1 日に発生した関東大震災により、早雲
寺の周辺では山崩れが起こり、一家 ６ 名が生き埋めとなった。旧
湯本村では家屋477戸の内、全壊50戸、半壊373戸、死者41名、行
方不明者 ６ 名の被害が発生した。

この本で調べたよ
神奈川県（1937）神奈川県震災誌
箱根温泉旅館協同組合（1986）箱根温泉史
など

②箱根温泉村新道碑　1924年建立　底倉
　大正12年（1923） 9 月 1 日に発生した関東大震災は、蛇骨川に
架かる八千代橋を落橋させた。周辺の旅館やホテルは、がけ崩れ
により谷底へ崩落、激震のため倒壊した。旧温泉村では焼失30
戸、全壊74戸、半壊121戸、死者24名、行方不明者15名の被害が
発生した。新たな八千代橋は、大正14年に完成した。

この本で調べたよ
箱根温泉旅館協同組合（1986）箱根温泉史
武村（2015）神奈川県における関東大震災
の慰霊碑・記念碑・遺構　など

　神奈川地学会と箱根ジオパーク推進協議会の主催で、防災講演会「関東大震災をふりかえり、これ
からの防災に活かす」を開催します。
　1923年 9 月 1 日に発生した関東地震により、首都圏は未曽有の被害を受けました。世に言う関東大
震災です。震源地とされる神奈川県西部は、大きな被害を受け、その様子は今も語り継がれています。
　2023年に百周年を迎えるこの大災害をもう一度見直し、学校や地域で備える防災について一緒に考
えましょう。
日　時　12月18日㈯  13時30分～1６時（13時開場）
会　場　小田原市役所本庁舎7階大会議室
講　演　◆『関東大震災における小田原市根府川地区の被害状況に学ぶ』
　　　　　一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構　井上公夫氏
　　　　◆『関東大震災を乗り越えて』　離れの宿「星ヶ山」　内田昭光氏
定　員　100名（事前申込制・無料・応募者多数の場合は抽選）
申込・照会先　 12月 3 日㈮までに、箱根ジオパークホームページまたは住所、

氏名、電話番号、年齢を明記のうえ箱根ジオパーク推進協議会
事務局（企画課内）に電話、メールで申し込んでください。

　　　　　　　☎85 − 95６0　*hakojiro@town.hakone.kanagawa.jp
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『おうち時間 家族で点検 火の始末』 －秋季火災予防運動－
　少しずつ寒さが増すこの時季に、火災を未然に
防ぐことを目的として11月 9 日㈫～15日㈪まで

『秋季火災予防運動』を実施します。
　この運動は、火災の発生しやすくなるこの時季
に、皆さんに防火を心がけていただき、尊い生命
や財産を奪う火災を防ぐため、全国一斉に展開さ
れるものです。

実施内容実施内容
・防火ポスター展（役場本庁舎住民ホール）
　11月 9 日㈫～15日㈪
・幼年消防クラブを対象にした防火・防災教育
・ 防災業者による老朽化消火器の回収（有料）お

よび消火器・住宅用火災警報器の販売
　11月13日㈯  10時～12時（消防本部・箱根分遣所）
　　　　　　  13時～15時（役場本庁舎・仙石原分遣所）
・住宅用火災警報器の普及促進活動
・消防団による火災予防パレード
【空き地・空き家の管理】【空き地・空き家の管理】
　放火、たばこの投げ捨てなどによる火災を未然
に防ぐため、所有者、管理者は適正な管理をお願
いします。
・空き地の管理
　①枯草は刈り取り、適切に処理しましょう
　② 燃えやすいものがある場合は、周囲をフェンス

などで囲い、みだりに人が入れないようにしま
しょう

・空き家の管理
　① 簡単に人が出入りできないように施錠しま

しょう
　② 燃えやすいものを周囲に置かないようにしま

しょう
　③ ガス、電気は確実に切って、プロパンボンベ、

危険物（灯油など）は、置かないようにしま
しょう

『新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に『新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に
関係する火災予防の注意』関係する火災予防の注意』

　手を消毒する時にアルコールを使う機会が増え
ていますが、消毒用アルコールは引火しやすいた
め、換気をするなど注意が必要です。
　また、窓口などに設置されている飛沫感染防止
用シートはビニール製品が多く、燃えやすい性質
のため、コンロやストーブなどの火気を使用する
ものから距離をとってください。
　おうち時間の増える今、新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策とともに、火災予防についても
徹底しましょう。

照会先　消防本部消防総務課（予防係）
　　　　☎82 − 4505

自然災害伝承碑サイト
2次元コード

自然災害伝承碑サイト
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html

箱根ジオパーク
ホームページ

防災講演会 「関東大震災をふりかえり、
 これからの防災に活かす」を開催します！


